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平面上の閉曲線Cに対し,距離 6の平行閉曲線 (C′〔i〕,C′〔e〕)を考えた場合に, 閉
曲線 C上の点p(p∈C)にっいて,どのような距離の 6(0<6)の平行閉曲線を考えても,
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図5 多摩地区の駅勢圏
ブローチのための二次交通手段として徒歩 (80m/分 ),徒歩+バス(500mまで徒歩で, そ
れ以上は20km/時のバス),自転車 (20km/時 ),自動車 (30km/時 )を想定註7)し,各手
段別の山手線-の時間距離 (図5-(2)は徒歩の場合 )を算定し,駅勢圏を求めてあるo(図
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乱 流 の 秩 序 構 造
















速uを測ることができる｡ u はreX tの関数である｡ ところが,測定値Wを時間平均する
と,装置の対称性から,平均値は t以外に 0にも依らなくなることが直感的に理解できるで
あろう｡これを平均流と呼び,諒(r,X)と表わすO各瞬間の流速 uの-uからのずれをu′と
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